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高圧引込ケーブルの経年劣化により高圧事故発生で全停電！
新潟事業所 宍戸 一嶺

高圧引込ケーブルの経年劣化により停電事故に繋
がった事例を紹介します。

〔状況〕
2025年３月の上旬、小雨が降っている午前９時頃、

お客さまから「停電中」と電気事故受付センターに
電話連絡があり出動しました。高圧事故を想定し、
同僚と２名で復旧に必要な機材、試験器を車両に積
み込みました。

〔調査〕
約30分後に到着して施設内の電灯回路（100V）・

動力回路（200V）ともに停電していることを確認し、
引込柱に向かいました。引込柱の高圧気中負荷開閉
器が開放（切）されており、高圧気中負荷開閉器用
の地絡継電器（ＧＲ）に地絡を示す動作表示を確認
しました。次に受電設備の外観点検を行い地絡跡、
小動物の侵入有無を確認、高圧絶縁抵抗測定及び絶
縁耐力試験を実施しました。

しかし、原因を特定することができなかったため、
再度絶縁耐力試験を実施したところ、引込柱の高圧
引込ケーブル端末付近で放電（発火）しているのを
発見しました。引込柱に昇り高圧引込ケーブル端末
を近くで目視点検した結果「ここだ!!」と焼損痕を
確認することができました。

〔原因〕
高圧引込ケーブルは1995年製で更新推奨時期を経

過し、30年ほど使用しておりました。設置されてい
るケーブルがＥＭケーブルであればシュリンクバッ
ク現象※の可能性も考えましたが、今回事故が発生
したのはＣＶＴケーブルであったことから、原因は
高圧引込ケーブルが塩害等による経年劣化により絶
縁破壊を起こしたと判断しました。
※�ＥＭケーブルにおいて、最も外側にある被覆が日射や通電等に
より収縮する現象。

〔復旧〕
急遽電気工事店に高圧引込ケーブルの交換工事を

依頼しましたが、当日中に高圧ケーブル等の資材を
準備することができませんでした。翌日に工事の立
会い、工事終了後の竣工検査を実施して午後５時頃
にすべて無事に送電し復旧を確認しました。

〔お客さまの声〕
「事前に老朽化していた設備を交換していれば、

このような事故は起こらなかったと思います。今後
は、早めの設備更新をしていきたいと思います。早
急な対応をしていただきありがとうございました」
とお客さまから感謝の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事例は、高圧ケーブルの経年劣化により発生

した停電事故でした。老朽化している設備はいつ故障
に繋がるか分かりません。お客さまに設備更新の重要
性のわかりやすい説明を心掛け、計画的な設備更新を
お願いしていきたいと思います。設備で何か気になる
ことがあれば気軽に連絡をいただけるよう努めていき
たいです。また、指摘・指導事項の改修及び更新の必
要性を改めて実感した事例でした。
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